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「原子力発電所における ALARAの新しい金銭価値モデル」  

Dr.Seong Ho Na (KINS,韓国） 

 

ALARA措置に必要な費用とその措置により回避できる集団線量の比をα値（単位：ドル

／人 Sv）と呼ぶ。ISOEは 2002年に欧米数カ国のα値を調査した。α値は、単純に費用を

線量で割るだけでなく、各国の国民総生産（GNP）、死亡率、平均寿命、インフレ率などを

考慮する必要がある。KINS（韓国）は、線量増加に伴いコストが階段状に増加するモデル

を使用している。NRPB（イギリス）、京都大（日本）、CEPN（フランス）も、独自のα値

計算モデルを公表している。 

KINSは、これらの各モデルに韓国の条件を入れて求めたα値の比較および KINSモデル

に各国の条件を入れて求めたα値の比較などのケーススタディを行った。又、各国の通貨

レートや経済状態をより良く反映できるように、購買力平価 国民総所得（PPP GNI）を考

慮して基礎α値を求め、これをリスク回避係数で割ってα値を求める新しいモデルを提案

した。新しいモデルを用いた場合のα値は、リスク回避係数を 1.4～1.7 とすると、韓国：

121,150～2,072,590、日本：486,589～8,324,684、米国：396,650～6,785,880となる。 

 

 


